
（別紙様式１）

あいさつ運動の好事例

玉野市立八浜小学校

（児童数１５４名 教職員数 １８ 名）

あいさつの輪を広げよう！
～ ６年生の自主的な取組 ～

アピールポイント 実際の様子

○本校では、登校してくる児童に、校長が毎朝、

校門であいさつをしながら迎えている。それを

見た子ども達が、あいさつの輪を広げようと、

昨年度から６年生の児童も取り組んでいる。

○取り組み当初は、恥ずかしがっていた子も、次

第に自分から進んであいさつをするようになっ

てきた。

取 組 の 概 要

■児童生徒の実態

・素直で人当たりがよい児童が多い。登校班で登校し、班長や上級生が率先してあいさつをす

る班は、班全体も進んであいさつをするが、そうでない班は、相手に言われてからあいさつ

をしたり、声も小さかったりすることが多い。

■活動内容

・登校時に、６年生の児童が交代で校門付近に立ち、登校してくる児童にあいさつをしている。

■取組の参加メンバー

・教職員、６年生の児童有志

■成果・効果

・教職員だけでなく、６年生があいさつ運動を行うようになってから、子ども達にも、進んで

あいさつをしようという気持ちが見られ、それが全校に広まり始めている。


